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約10週
1回⽬ → 2回⽬の撮影

⾻の切削なし
⾦属固定なしで治療（マル動物病院

）

400~500万ウォン
他の動物病院が提⽰した⼿術費⽤

1回⽬の撮影 · 2012.05.24
⽚側の⼤腿⾻頭（太ももの⾻の先端）が、⾻盤の関節のくぼみ（

寛⾻⾅）から外れています。

2回⽬の撮影 · 2012.08.04（マル動物病院での治療後）
両側の⼤腿⾻頭が関節のくぼみ（寛⾻⾅）側に収まっています。

ATTACHMENT  ·  添付資料

猫の交通事故からの回復症例
⾻盤・股関節を負傷した猫の治療前後のX線写真（2012年）

01   治療前後のX線写真の⽐較
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他の動物病院を受診後 · 当時の院⻑の所⾒

・右脚は⾻を削って⾻盤に合わせ、左脚は⾦属を⼊れて

固定する⼿術が必要だとのことでした。

・費⽤は400~500万ウォンで、予後については責任を負

えないとのことでした。

・そのままにすると炎症に耐えられず、治っても⽴てな

くなり、排せつの世話が必要になるとのことでした。

マル動物病院での治療後

・右脚は⾻を削らず、マル動物病院の特殊処⽅により⾻

髄液が数⼗倍分泌され、⾻盤部分に関節が形成されまし

た。

・左脚は⾦属を⼊れず、離れた部分に塊が形成された後

に固定されました。

・その後の飼い主からの便りによると、予後は良好で炎

症や後遺症はなく、元気に⾛り、排せつも⾃分でできて

います。

事故⽇ 2012年5⽉14⽇未明（交通事故）

撮影⽇ 1回⽬ 2012年5⽉24⽇ · 2回⽬ 2012年8⽉4⽇

資料の出典 マル動物病院 症例発表資料（PPT）2~4ページ

事業計画書の関連項⽬ 6.2 · 6.3 A

・⾚い円は負傷部位です。1回⽬の写真は外れて折れた⾻、2回⽬の写真は同じ部位が再びつながった様⼦です。

・X線写真と説明⽂は、マル動物病院の症例発表資料（PPT）から転載しました。

02   症例情報


